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トライ　SingleDetachedHouse！

● 動機：　データサイズが大きそう

　　　　自分のノートPCで解析できるか？　

　　　　　　検証！　但しOF 1.7.Xで

● データの場所：　　

http://www.ofwikija.org/index.php/SingleDetach
edHouse

　　　

謝辞：　今野先生、ありがとうございます！

　　　　　　　　　　　心から感謝いたします！



  

Model



  

House model



  

SetDiscreteFilelds 解凍

● 任意のディレクトリーにて解凍する。
● Ｗｍａｋｅを実行してインストールする。
● setDiscreteFields.depが生成される。



  

wpcRAS 解凍 

● 任意のディレクトリーにて解凍する。
● Ｗｍａｋｅを実行してインストールする。
● wpcRAS.depが生成される。

注）OF1.7なのでインストールがうまくいったか不明（チェック必要）



  

Lsに関するａｌｉａｓコマンド

● alias ll='ls -alF'

＊付きファイルはシェルファイルである。

● alias ls='ls –color=auto'

ファイルに色がついている。



  

SingleDetachedHouse
解凍



  

ファルダー内の初期ファイル



  

Constant内のファイル

≪TriSurface 内≫



  

System 内のファイル



  

orig0



  

eｘｐ 内のファイル



  

Makefile 



  

makeInit



  

makeMesh



  

解析の流れ

1.初期化

2.格子生成

3.計算初期条件設定

4.計算実行

4.A)非並列計算、の場合

4.B)並列計算、の場合

      4.B.1)領域分割

      4.B.2)計算実行

　  4.B.3)領域統合

5.結果プロット

　

1. make clean

2. make mesh

3. make init

4.

4.A) make fgrun (フォアグランド）　　    

               make bgrun (バックグラウンド） 

4.B.1）make de

4.B.2) make pfgrun (フォアグランド）

　　　　make pbgrun (バックグランド）

4.B.3) make re

5. make plot



  

myAllrun の作成



  



  

SIMPLE 法の収束判定の設定
system/fvSolution ファイル

SIMPLE

{

    nNonOrthogonalCorrectors 0;

    convergence 1e-5;

}
● simpleFoam では、U と p のすべての残差が指定

された値（1e-5 or 0.00001)より小さくなった時点
で結果が保存され計算が停止する。



  

MyAllrun実行

 ４ Ｃｏｒｅｓ で実行
 反復回数は５００１回 

(System/controlDict)



  

SimpleFoam 実行時間
12241秒 =204分＝３.4時間



  



  

Cells : １１４２,１３５(約１１４万)
 Points : 912,308（約９２万）



  

圧力結果　kgf/m２
注）密度を掛ける必要あり
(icoFoamでも掛けている）
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